


筑前の博多に神屋寿禎といふもの有り

大久保間歩

大森の町並み

時は室町時代、戦国大名たちが覇を競っていた時代。石見銀山は時代の画期をもたらした。日本の経
済力を世界水準にまで押し上げた銀の力を巡って大名たちは争いを繰り広げ、天下を統一した徳川家康
は関ヶ原の戦いからわずか10日後には石見銀山の領有を宣言した。
その銀は大航海時代の雄国ポルトガルが目指すところとなり、ヨーロッパの物と文化が日本に伝わっ

た。鉄砲、キリスト教、砂糖、パン・・・・。石見銀山の発見がなければ、日本と世界の歴史は違うも
のになっていたかも知れない。
伝承によると、石見銀山は博多の神屋家の3代目、神屋寿禎が出雲に銅の買い付けに向かう船上で山

に光を見たことがきっかけとされる。なぜ、博多商人が銀山に関わったのだろうか。彼らは、日本の歴
史に画期をもたらしたキーマンなのかも知れない。

限定ツアーのみで公開してい
る坑道、大久保間歩。坑内の
大採掘空間が石見銀山の銀生
産の核心を物語ります。
3〜11月の金、土、日、祝日
に催行。
お問合せは石見銀山世界遺産
センター（0854-89-0183）

東アジアとヨーロッパの文化交流を引き
起こした鉱山であり、当時の痕跡が遺跡
として残りつつ今の暮らしが息づいてい
ることが評価され、「石見銀山遺跡とそ
の文化的景観」として2007年に世界遺
産に登録されました。2027年に世界遺
産登録20周年を迎えます。

神屋寿禎は大永年間に石見銀山を発見し
たと伝わり、大永7年（1527年）のこと
とされます。2027年は発見500年の年
でもあります。

いにしえの鉱山町の面影と今の暮らしが
共生している町並みを散策。

石見銀山
島根県大田市

出雲

山口

福岡市

博多 7:49 こだま944号
新山口 8:57 スーパーおき2
大田市 11:54着
※石見銀山まで路線バスで約30分

※自家用車で約5時間
（九州道）福岡ICー（中国道）美祢東IC
ー萩秋吉台道路ー国道191号ー国道9号

＜世界遺産登録20周年＞

＜発見500年＞

石見銀山の真髄に迫る

※福岡空港ー出雲空港1日2便


